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韓国の「総合型」市民運動
「新しい社会運動」と iNGOJのあいだ一一
1 はじめに
現代韓国における「市民社会」と INGOJに
たいする高揚した関心のあり方を知るには，た
とえば，この問題に関するある研究書，冒頭の
次のようなトーンをみればよい。
新たなミレニアムの糸口として論議されて
いる「市民社会Jは，民主社会の新たなパラ
ダイムとして発展しうるだろうか? 最近の
「市民社会J論は，西欧のみならず，南米，東
欧，アジア，アフリカ等，第三世界で一般化
した「民主化」の傾向と趨勢を代表する「グ
ローパル・パラダイム」としての論議を包括
しているだろうか? 多くの人びとは，いま
や「市民社会」と INGOJの時代に突入した
という見解に一般に同意しているが，学者た
ちはNGOを新たなミレニアムのパラダイム
としてみる視角にたいレ慎重な評価をくだし
ている(字句牛 2001:9)。
このような市民社会と NGOにたいする関心
と期待の高さの背景にあるのは，それらの現象
を，解放以後の韓国の民主化過程の所産として
把握し，評価する姿勢である。この点をみのが
して，韓国の市民活動を世界的な市民社会と
NGOの隆盛という一般化された枠組だけから
みようとすると，それに韓国において付与され
る独自の意味やニュアンスをうまく理解できな
いことがある。本稿では，韓国での「新しい社
会運動J(new social movement)や INGOJとい
うことばの使われ方を例にこの点についてみて
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みたい。
「新しい社会運動」ゃ INGOJという概念につ
いての，一般的な社会学・政治学的整理が完遂
されているとはいえない。しかし，西欧や日本
の丈脈においては，新しい社会運動と NGOは，
部分的に重なるにせよ，いちおう，お互いに区
別しうる集合体をさすものとして考えられてい
る。新しい社会運動は， 1960年代以降，ヨー
ロッパで展開された学生運動，女性解放運動，
環境運動，平和運動などの現代的性格に注目し
た規定であり，階級闘争型の労働運動との対比
で，これらの運動における自己決定性やアイデ
ンテイテイの重視，さらにはネットワーキング
型の運動体の構造などが注目された。いっぽ
う， NGOは，政府の領域の外側にあって，企業
とは区別される組織 (Hudock1999: 1)として一
般的に規定される。もちろん，このような一般
的規定にあてはまる組織は，西欧にも日本にも
韓国にも存在する。しかし，実際は，それぞれ
の地域の文脈で，より限定的な使命，性格を有
する組織を指して NGOと呼ぶこともある。西
欧や日本の文脈では， NGOと言えば，途上国の
開発援助や人権問題のために活動する国際協力
NGOをさすことが多い。国際協力 NGOについ
て， I北のNGOJ(援助をする側)， I南のNGOJ
(援助を受ける側)， I媒介組織となる NGOJと
いった類型化がなされる (Hudock1999:10-13)。
日本の具体例をあげれば，生活クラブ生協は
「新しい社会運動」だといわれることはあって
も， I (国際協力)NGOJだとはいわれないし，
シャプラニールは「国際協力 NGOJの代表格で
あって， I新しい社会運動」という位置づけは必
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要としていない。また，新しい社会運動論と
NGO論が隆盛した時期は，欧米に関していえ
ば，ずれがある。 1970年代から80年代初頭にか
けて新しい社会運動論が隆盛しその波がヲlい
た後， 80年代後半から NGO論が増加していっ
たという指摘がなされている (Morrisふlzuki
2000=2002: 228)。
ところが，韓国の文脈では， Hudockが示すよ
うな一般的な規定を受け入れるか，より「韓国
的な」規定をなすかが論争的な問題たりえる。
そして「韓国的なJNGOの規定においては，同
じ団体が「新しい社会運動(団体)Jであり，
iNGOJであるというふうに位置づけられる。
以下に述べる，経済正義実践市民連合(経実連)
や参与連帯は， i新しい社会運動Jであると同時
に iNGOJなのである。また，新しい社会運動
論と NGO論は，韓国ではほぼ同時期， 1990年
代以降，隆盛をむかえたようである。新しい社
会運動やNGOという概念が本格的に導入され
てまだ日が浅いために，概念適用上の混乱が生
じているというだけのことなのだろうか。結論
を先取りしていえば，このような韓国の市民活
動の組織アイデンテイテイの示され方を概念上
の混乱なり誤用としてとらえるのは不適切であ
り，概念の韓国的転用の背後にあるものをみる
ことで，韓国の市民活動の特質がみえてくるの
である。よりはっきり言えば，韓国における新
しい社会運動=NGOと，民主化以降の自国政
府の関連が大きな問題になってくる(清水
2004a; 2004b)。とりあえず，韓国における市民
運動の生成史をごく簡単に示してみよう。
2 韓国における市民運動の生成
解放後の韓国社会のもっとも意義深い変化
は，権威主義体制から民主主義体制への移行だ
とする評価がある(甘苦在・号斗ァ12001: 95)。
この移行に社会運動は大きく寄与した。韓国の
社会運動の経験は，結局のところ，民主化のな
かの市民社会の成長という表現に集約できるだ
ろう。
韓国社会運動史の画期として，朝鮮戦争の休
戦， 1960年の4・19学生草命と翌日年の 5・16
軍事革命，さらに1980年の「ソウルの春Jと光
州事件などをあげることができるが， 1980年代
中盤以降，民主化という次元に加えて，労働者
階級の解放を志向する社会主義的要素，さらに
アメリカに代表される「外勢」を排撃し，南北
の平和統ーをめざす民族主義的要素が，運動セ
クターのなかで明確に強調されはじめる。さら
に1987年の 6月抗争をへて，政治的アリーナに
おける意思決定過程に公然たる影響力を行使す
るような「総合型」市民運動が台頭しはじめる。
3 i総合型」市民運動団体の事例
一一経実連と参与連帯
経実連と参与連帯は，このような「総合型J
市民運動の代表例である。
経実連は， 1989年，バブルに直面した韓国社
会の加熱する土地投機への抗議を契機として誕
生した。一般向けパンフレットでは「経済正義」
を，iした仕事に見合うだけの待遇を受け」るこ
とであり， i社会的弱者への関心」であり， i持
続可能な社会をめざすこと」でもあると規定し
ている。経実連は，創立以後，金融実名制，財
閥改革，ウルグアイラウンド交渉と韓国農業の
保護，住民投票制度，医薬分業制度，米韓基地
協定問題などのイッシューに取り組んできた。
参与連帯は， 1994年，法律家，ジャーナリス
ト，大学教授などを中心に， 200余名の会員に
より創立された。創立宣言文には「いま，私た
ちは時代的転換期を迎えているが，私たちの民
主主義の基盤がいかに脆弱であるかを痛感しつ
つ，正直で誠実な人聞が人間らしい社会を実現
するための連帯のスローガンを掲げよう」とあ
る。 2003年4月現在，会員数は 1万4千人以
上。 54人の常勤スタッフと200人以上のボラン
テイア・スタッフがいる。 2003年度の活動支出
は，約13億ウォンで，その73%を会員からの会
費収入， 16%を事業収入， 10%強を後援金収入
でまかなった(政府からの資金は受給しないこ
とを原則としている。)i市民参与Ji市民連帯」
「市民(による)監視Ji市民対案」を四大活動
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方向とし， I司法監視センターJI議政監視セン
ター JI透明な社会をつくる本部JI納税者運動
本部」などの活動機構から成っている。
経実連と参与連帯は，韓国の研究者によって
新しい社会運動として研究されるとともに(歪
叫官 2000;斗号吾 1998;01守昔 1998)，I非政府
市民運動団体 (NGO)J (弁喜平 2001)の事例と
しても位置づけられている。以下，韓国におけ
る「新しい社会運動JI非政府市民運動」概念の
内実を検討した後，そのような観点から，経実
連，参与連帯をとらえることの意義を考えてみ
る。
4 I新しい社会運動」としての市民運動
もう一度，西欧において「新しい社会運動J
概念が提唱された背景を確認しておこう。そこ
では，高度な福祉体制仁社会民主党系左派政
党の体制内在化，労働組合の官僚制化という文
脈をもとに，従来の左派政党や労組といった
「古い運動」に代わる， I新しい社会運動」の重
要性が強調されたわけで、ある。
しかし韓国の場合， 1990年代は，市民運動
の隆盛の時代であると同時に，全国民主労働組
合総連盟(民主労総)の結成と，その主導の下
に行なわれた労働法「改正」反対全国ストライ
キに象徴される労働運動の高揚期でもあり，
WTO体制下のコメ市場開放問題をめぐり戦闘
的な農民運動が行なわれていく時期でもあ
る(1)。つまり韓国の文脈にてらしていえば，い
ちがいに市民運動が「新しくJ，労働運動が「古
いjとはいえず，しいていえば，それらは「同
時に新しいJのである。
このように韓国と西欧において「新しい社会
運動」が登場してくる歴史的文脈のちがいを理
解しないと，韓国の市民活動の適切な把握もむ
ずかしい。
たとえば，叶宅歪 (1998)は， Alb巴rtoMellucci 
(1989=1997)などの新しい社会運動論にできる
かぎり忠実に，経実連を説明しようと試みるほ)。
斗噌歪は，韓国社会は， Mellucciがいう複合的
社会としての性格をかなり高い水準で備え，韓
国車壬i斉は， Scot LashとJohnUrry (1994)がいう
「記号の経済」の段階にすでにはいったと指摘
する。そのような社会・経済変動に応じて，韓
国の社会運動も，多元的・複合的性格をそな
え，ネットワーク型主体を動員するようにな
り，運動のイッシューとしてシンボルと記号を
めぐるコンフリクトが重要になってくるとされ
る。斗守吾によれば，経実連は，このような意
味で新しい社会運動としての特質を満たしてい
る。しかし同時に，経実連の集合的アイデン
テイテイが， 1(1)階級や民衆といったアイデン
ティティではなく，市民ないし市民権といった
包括的アイデンテイティにもとづき， (2)改革
の必要性に共感し， (3)既得権を持っている勢
力と民衆運動勢力という両極端を排除する穏
健，合理的な集団J(l2{~~ 1998: 128)と規定さ
れている点にも注意すべきである。つまり，経
実連に代表される新しい社会運動は，保守的勢
力と急進的な民衆運動勢力のあいだの中間勢力
なのである。 87年6月抗争を前後して，韓国の
社会運動セクターの全体構造は変化し，このよ
うな中間勢力が生まれていく(歪到ぜ 1995)。
新しい社会運動のこのような位置づけは，新し
い社会運動は旧左翼よりも当然，よりラデイカ
ルであり，進歩的だとした，西欧的な関連布置
の把握とは異なる。
「新しい社会運動」概念をより韓国的丈脈に
即して規定しなおすことで，経実連や参与連帯
の性格をとらえなおそうとする試みもなされて
いる。 01官官 (1998)は韓国の経済発展を， (1) 
輸出支援成長段階 (1969-72年)， (2)産業化ドラ
イブと重化学工業化段階 (1973田79年)， (3)安定
化及び輸入自由化段階 (1980-87年)， (4)改革政
策と二重構造経済の克服段階 (1988年以降)に
時期区分している。ここで (4)期に関していわ
れている，韓国の「二重構造経済」的状況とは，
地下経済と地上経済の二重化と，それを支えて
いる金融非実名制などの経済制度(金泳三政権
の改革課題となった)や二重化の帰結として生
じるとみなされた土地ころがしや腐敗，不正と
いった現象の全体としてとらえられている。 01
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ノヨ骨によれば，このような二重経済構造の克服
は，韓国の開発途上国から先進国へむけての移
行にとって避けてとおることができない課題で
あり，経実連のような「経済正義運動Jは， i制
度改革を主張する世論形成グループ」として動
員された「知識階層」の集合体なのである。こ
のような経済発展と制度改革をすすめる，アド
ボカシー集団としての新しい社会運動の位置づ
けは，経済発展のひずみや管理社会化から「市
民社会の防衛」をはかるという西欧的な新しい
社会運動概念とは明らかに距離があるが，韓国
における運動実態にはよりよく適合しているよ
うである。
また歪叫官 (2000)は，韓国の新しい社会運
動を，運動組織の形態にしたがって， i市場型」
と「共同体型Jに分類している。主叫官によれ
ば， i市場型」のもっとも重要な特徴は， i構成
員たちが，主として市場的関係をとっている
点J，iすなわち，構成員たちは，個別的には特
定の社会関係を示さない原子化した個人たちだ
ということができJi運動にたいし消費者的な
位置をとっている」点である。これにたいし，
「共同体型Jの特徴は， i比較的，限定された集
団内で，すでに結ぼれていた共通の社会的関係
を基盤として形成されたJ組織ということにな
る。丞r11唱は，それ以外の「市場型」と「共同
体型」の特徴を下表のように対比している。
圃市場型運動組織と共同体型運動組織
市場型 共同体型
成員 原子化した個人
限定された地域，集
(全国対象) 団，及び団体
成員聞の
市場的交換関係 共同体的関係関係
管理シス 専門化された管 未分化な管理システ
テム 理システム ム
主要資源 基金(金) 個別的献身(意志)
多様であり， f寸 特殊なイッシュー
イッシュー 加されていく (特殊なコンフリク
イッシュー ト)
参加方式 間接参加 直接参加
*運動商品川の
販売 *デモ，集会，座り
*政策的対案の 込みなど，非制度
提示 的方式
行為様式 *制度的機制を または
通じての世論 *現場活動ないし実
化，キャンペ 践を通じて制度化
一ン，公聴会， された方式
討論会など
(ミEr1 ~ 2000: 145) 
ここで， i共同体型」の例としてあげられてい
るのは， i教育を正しくする全国評議会J(立今
日ト豆 λ'11 ♀ァ1~号曹三J司)とグリーンスカウ
トであり，経実連と参与連帯は，いずれも「市
場型」の代表例とされている。韓国の大規模市
民運動がイッシューの面からすると， i総合型J
化する理由も，その市場的性格と結びつけて理
解することができょう。
5 iNGOJとしての市民運動
環境運動連合，参与連帯，経済正義実践市
民連合，女性団体連合， YMCA， YWCA，韓国
女性民友会，緑色連合，興士団など，さまざ
まな団体の名前がいつのまにか，私たちの耳
になじんできた。これらは{可だろう?NGO 
にほかならない(召晋斗 199:1)。
NGOを「非営利機構として権益や利潤を求
めずに，人間の価値を擁護し，市民社会の公共
善を求めつつ，市民社会で活動している市民社
会団体」とする召晋斗 (1999・1)の規定は， Hu-
dockが示すような NGOの一般的規定と大きく
異なるものではない。
いっぽう，弁吾平 (2001)は，社会運動一般
を政府との関係で， (1)親政府的社会運動(政
府との親和的な関係において，政府のために活
動する運動。多くの場合，政府によって財政的，
法的に育成され，保護される。)， (2)非政府的
社会運動(政府の主導によってでもなく，政府
のためにでもない，自生的に生じ，自律的に活
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動する運動)， (3)反政府的社会運動(政府を批
判し，政府に反対する運動。多くの場合，政府
から政治的，司法的抑圧を受けて，統制，禁止
される。)という三類型に分けている(九韓同で
は， (3)は一般的に「民族民主運動JI民衆運動」
などとよばれ， (2)は「市民運動」とよばれる。
弁吾平は (2)が全般的に NGOにあたると位置
づけ，参与連帯と経実連をその代表例としてあ
げている。弁苦手にとって， NGOとは社会運動
の部分集合であり，その具体例としてあげられ
るのは， I韓国の『新しい社会運動jJとして名
指しされる種類の運動である。このようにし
て， NGOと新しい社会運動の同一視は成立す
る。それは，韓国社会においては，一般的にか
なり常識化した見方となっているようである。
このような韓国的文脈でのNGOは， Hudock 
がいう「北のNGOJとも「南のNGOJとも「媒
介組織となる NGOJとも異なる，国内で制度改
革や政策的代案の提示につとめる組織なのであ
る。韓国のNGOにとって一義的に重要になる
のは， (西欧)先進国の組織との関係ではなく，
自国政府との関係である。経実連は，金泳三政
権期の政府，与党と共通した改革課題を掲げ，
与党民自党(当時)や経済企画院の政策チーム
と，懇談会，討論会をたびたび開催した。また
金大中政権は，発足当時から，市民運動=NGO 
にたいする財政的支援を政権の重要課題として
打ちだしていた。しかし権威主義体制期から
の「官製団体Jというイメージが強い，セマウ
ル運動中央評議会を中心に，各市民運動団体の
「第二の建国運動Jへの再編を画策したことが，
市民団体からの反発を呼んだ。このように韓国
では，政府と NGO(=新しい社会運動)の関係
設定は，現慮武鉱政権にいたるまで未解決の重
要な社会的課題となっている。
6 おわりに
「新しい社会運動」であり INGOJであるとさ
れつつ，政府の政策決定過程に無視しえない影
響力を行使する「総合型」市民運動という組織
類型は，世界的にみてもかなりユニークであ
り，韓国の市民社会を考えるうえで無視しえな
い特徴といえる。しかし，西欧的な，そしてそ
れを踏襲しようとつとめている日本における
「新しい社会運動jや INGOJといった概念にて
らして，経実連や参与連帯をみるとしたら，そ
の本質を見失ってしまうおそれもあるだろう。
本稿の記述は，韓国における新しい社会運動
とNGOの同一視をもたらした，概念の紹介・
導入の同時性という時期的要因と，韓国固有の
運動 政治過程という内部構造的な要因の関連
性の解明にまでは及んでいない。また韓国にお
ける市民活動の研究は，東アジアにおける新た
な「国家(政府)一市民社会jモデルの導出へ
とつながるものだろうが，それについてもふれ
られなかったへこれらの課題については別稿
を期したい。また，韓国の各地で展開している
地域的あるいは宗教的基盤を有する，より日常
的な「市民活動J(至1:11唱のいう「共同体型J?) 
(具知瑛 2004;松井 2004)は，さらに別の枠組
で分析しなければならないだろう。
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注
(1 ) 一般に，労働運動=I古い社会運動J/市民
運動ニ「新しい社会運動J式の二分法的な図式
では，農民運動の位置づけははっきりしない
(池田 1994)。
(2) 叶習をは，東亜大学校で教鞭をとった社会学
の研究者であるとともに，釜山経実連の企画委
員長をつとめ， 2005年2月現在は国会議員であ
る。
(3) 運動の重要なメディアである機関誌(紙)，書
籍，ビデオ， CD，それ以外のさまざまな運動
グッズ，さらにはコンサートなどのイベント参
加も含む概念として想定されていると思われ
る。
(4) 実際は，非政府的社会運動と反政府的社会運
動は相互に独立ではなく，後者は前者の部分集
合(特殊ケース)とみなすことができょう。
(5) この点についての筆者の暫定的な作業として
は，大畑 (2005)を参照されたい。
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